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１．概要（Summary） 

今日、世界中で大気汚染が問題となっており、その原

因物質である PM2.5 や PM1.0 は人体に危険なものであ

り分離解析が必要とされている。現行の分離方法では精

度が低く大型の装置が必要されているため[1]、PM 分離

のための装置の分離精度の向上と小型化が望まれている。

そこで本研究では、マイクロピラーを内包したマイクロ流体

デバイスを作製し、高精度で小型化を目指し、名古屋大

学超高温高圧発生装置室の装置を使用して微細加工を

行った。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

Deep Si Etcher 住友精密工業製 Multiplex-ASE 
【実験方法】 

パターニングが施された Si 基板を上記の装置をもちい

てエッチングした。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

本研究では、マイクロピラーの作製とマイクロビーズを

用いてデバイスの評価を行った。本実験ではPM1.0の分

離を目指し、分離の閾値1.0µmを目指しピラーの大きさと

配置を決め、それをパターニングした Si 基盤に上記の装

置を用いてエッチングし作成したマイクロピラーの顕微鏡

画像と断面図を示す(Fig.1)。 

 
Fig. 1 Micro pillars and cross section. 

このように高アスペクト比のマイクロピラーを流路中に規則

的に作成し、PDMS と PEEK チューブを用いて(Fig.2)

のようなデバイスを作製した。 

 

Fig. 2 Device image. 
このデバイスに(Fig.3)のような系で2.0µmと 0.75µmのマ

イクロビーズ懸濁液をシリンジポンプを用いて導入しデバ

イスの評価を行った。その結果を(Fig.3)に示す。 

 
Fig. 3 Outline view and experiment result. 

閾値を1.0µmと設計したため、2.0µmのビーズはoutlet1
へ、0.75µm のビーズは outlet2 へ分離される。結果の粒

子径分布より、outlet1では2.0µmのビーズは99%以上、

outlet2 では 0.75µm のビーズが 99%で観測され、精度

の高い分離デバイスの作製に成功した。 
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